
都道府県名 徳島県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 上那賀町海川小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 １ １ １ ３
５

児童数 ２ ２ ４ １ １ ２ ０ １２

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

“よりよくかかわる力”を創造する学習指導の工夫
ー 一人一人の学力を確かなものにする指導と評価 ー

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・全学年
学校の規模が小さく，児童が少人数であるため。

・国語
多様な学習活動，言語生活，読書生活において国語科で身につける学力が
基礎となることが多いため。

・算数
一人一人に応じたきめ細かな授業が十分に実施できる環境にあるため。

( ) 年次ごとの計画2

平 ＊平成 年度より指定を受ける。15
成
14
年
度

○ テーマ
“よりよくかかわる力”を創造する学習指導の工夫

－ 一人一人の学力を確かなものにする指導と評価 －
○ 研究の見通し
・一人一人の児童の主体的に生きる力を育成するために 「大杉タイム」，
をはじめとする体験性豊かな本校の特色ある教育活動と 「確かな学力」，
を身につけさせるための学習指導とを関連づけながら一人一人の主体性

平 （自己）を育てることを目指す。
成 ・ 豊かな体験”と“確かな学力”の２つの柱に支えられた“自己”を育“

み，自分を取り巻く様々な事物・事象とよりよくかかわる力を身につけ15
年 させる。
度 ○ 研究の内容・方法

， 。上記の研究の目的を達成するために 以下の項目を重点的に実践研究する
・様々な体験を通して自己の良さや可能性に気づき，進んで伸ばそうとす
る態度を養う。
・朝の自主活動の時間を利用し，児童一人ひとりの理解や習熟の程度に応
じた指導体制を確立する。
・各教科・総合的な学習の時間との関連づけを工夫しながら，学びの意欲
を高める。
・児童一人一人の学習状況を適切に評価・把握し，学習指導要領にある各
学年の目標及び内容の実現に努める。



○ テーマ
“よりよくかかわる力”を創造する学習指導の工夫

－ 一人一人の学力を確かなものにする指導と評価 －

○ 研究の見通し
・一人一人の児童の主体的に生きる力を育成するために 「大杉タイム」，
をはじめとする体験性豊かな本校の特色ある教育活動と 「確かな学力」，
を身につけさせるための学習指導とを関連づけながら一人一人の主体性

（自己）を育てることを目指す。
・ 豊かな体験”と“確かな学力”の２つの柱に支えられた“自己”を育“

平 み，自分を取り巻く様々な事物・事象とよりよくかかわる力を身につけ
成 させる。
16
年 ○ 研究の内容・方法
度 ・様々な体験を通して自己の良さや可能性に気づき，進んで伸ばそうとす

る態度を養う。
・朝の自主活動の時間を利用し，児童一人一人の理解や習熟の程度に応じ
た指導体制を確立する。
・各教科・総合的な学習の時間との関連づけを工夫しながら，学びの意欲
を高める。
・児童一人一人の学習状況を適切に評価・把握し，学習指導要領にある各
学年の目標及び内容の実現に努める。
・家庭との連携を取りながら、児童の自主的・主体的な学習に取り組む態
度を養い，家庭における学びの充実を図る。

( ) 研究推進体制3

・授業改善 ・目標準拠評価 ・発展的学習教材 ・朝の読書活動
・振り返りカード ・個人カルテ ・補充的学習教材 ・時間割・校時表の工夫
・ヒントカード ・ポートフォリオ ・ドリル学習教材 ・家庭学習（自主学習）
・効果的ノートの活用方法・学力調査 など ・保護者への事業説明
・ワークシート など など ・児童意識調査

・保護者意識調査

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

本校では，週 回の朝の全校読書や国語科，算数科の朝のドリル学習を各 回2 1
。 ，ずつ本年度より実施することにした 国語科のドリル学習では言語事項を中心に

算数科では四則計算を中心に「ホップ 「ステップ 「ジャンプ」の 段階のプ」， 」， 3
， 。 ， ，リントを作成し 個に応じた学習を支援している さらに 個人カルテを作成し

学期ごとに評価を行い，目標に到達できない児童には具体的支援の方法を考え，
学年を超えて継続的に指導していくようにした。また，授業における観点別判断
基準では，少人数学級である利点を生かし，評価規準をもとに中心となる「 おB
おむね満足」を明確に想定し 「 十分満足できる 「 努力を要する」につい， 」，A C
ては，その具体的な事例を個別に記録し，特に「Ｃ」については，個に応じた手
だてを考察し，今後の指導に役立てるようにしている。学習指導要領の目標や内
容に準拠した評価規準や観点別判断基準を様々な時間的スパンで作成することに
より，一人ひとりの児童が主体的に「確かな学力」を身につけていく過程を大切
にする教育が展開されると考える。
すべての学年の個人カルテに，小学校で達成すべき目標や内容が明確にされて

いることで，それぞれの学年・教科担当の教師が，どの時期にどれだけのことを
身につけさせなければならないか把握し，指導にあたることで，効率的・効果的
指導の実現に近づきつつある。また，子どもたちもそういう教師の姿勢や意欲を
感じ取っているのか，冬季休業日中の「国語・算数教室」にも参加者が多く見ら

研究の方法 

Ａ指導方法 Ｂ評価 Ｃ教材・教具の開発  Ｄその他 



れたり，新年の決意の中にも自らの課題を見つめ直し，今後の目標を掲げたりす
る姿が見られた。
国語科においては，漢字は反復練習等により習得し，また，分からない文字に

ついては辞典を引いて調べる態度が身に付いてきた。ただ，文章の読み取りや，
書くことについては十分身に付いていない。
算数科においては，計算が速く正確に出来るようになった。苦手意識を持って

いた児童が意欲的に取り組むようになった。

２．今後の課題

， ， ，海川小学校の子どもたちは 名という数に対して ９名の教職員と広い敷地12
新しい体育館と大変恵まれた環境で日々過ごしている。しかし，子どもたちを取
り巻く社会の環境は，変化が激しく，厳しい側面も多々ある。この海川で得た豊
かな体験と確かな学力を糧としながら，どのような環境の中においても確固たる
自己を確立し，周囲のものとかかわっていくことによって，たくましく生き抜い
ていくことができると思われる。今後，家庭との連携を図りながら，児童の自主
的・主体的な学習に取り組む態度を養い，家庭における学びも充実させたい。ま
た，目標準拠評価を一層重視した具体的実践を積み重ね，児童の学習の実現状況
を的確に把握し，日々効果的な指導方法を構築することに努めたい。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

・平成 年６月 日：ＮＲＴ（教研式標準学力検査）２～６年生に実施15 17
・学年末（平成 年２月末 ：ＮＲＴ（教研式標準学力検査）１～６年生に実施16 ）
・個人カルテ作成（国語科・算数科にて学期ごとに実施）
・百マス計算の時間の記録
・漢字検定 等

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・平成 年 月 日 上那賀町学力向上フロンティア事業研究会15 10 20
第１学年 国語科授業研究会
講師 鳴門西小学校長 吉成孝史先生

・平成 年 月 日 上那賀町学力向上フロンティア事業研究会上那賀町15 11 25
第６学年 算数科授業研究会
講師 木頭中学校教頭 谷崎栄之先生

木頭中学校教諭 矢野典浩先生
・平成 年２月 日 上那賀町学力向上フロンティア事業研究会開催16 27

講師 鳴門教育大学 原 卓志先生

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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